
事務事業No 事業名 [事業基本情報]

312 ○ 管理経費

分野別目標 2 ○ 法定受託事務

政 策 3

施 策 1

基本方針 4

継続 主な事務事業

事業実施の根拠法令

関連個別計画

担当課・担当課長（Tel） 赤井　和美　5280 「３つの約束・４４の約束」との関連性

関連課 まちを元気に 人を元気に 非該当

○

４４の約束 ○

１　事業概要及び実施内容

事
業
概
要

２　事業コスト

当初予算 決算 当初予算 決算 計画 決算 決算 計画 決算

2,100 1,640 3,000 3,000 3,000

- - 42.9% 0.0% 0.0%

1,861 1,896 1,896 1,896 1,896

0 0 0 0 0

1,861 1,896 1,896 1,896 1,896

0

0

0

2,100 1,640 3,000 3,000 3,000
0 0 0 0 0

0.25 0.25 0.25 0.25 0.25

0.00 0.00 0.00 0.00 0

３　目標及び実績
平成25年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

年度目標値

実績値

全体目標値 全体目標達成度 年度別達成度

年度目標値

実績値

全体目標値 全体目標達成度 年度別達成度

年度目標値 62

実績値 56

全体目標値 全体目標達成度 年度別達成度

年度目標値 287

実績値

全体目標値 全体目標達成度 年度別達成度

単位

実
施
内
容

小中学生で交通遺児、両親が
いない、若しくは父母が重度
の障害状態であるもの、児童
養護施設への措置、里親に養
育されている児童に対する支
援。

小中学生で交通遺児、両親が
いない、若しくは父母が重度
の障害状態であるもの、児童
養護施設への措置、里親に養
育されている児童に対する支
援。

小中学生で交通遺児、両親が
いない、若しくは父母が重度
の障害状態であるもの、児童
養護施設への措置、里親に養
育されている児童に対する支
援。

小中学生で交通遺児、両親がい
ない、若しくは父母が重度の障
害状態であるもの、児童養護施
設への措置、里親に養育されて
いる児童に対する支援。

小中学生で交通遺児、両親が
いない、若しくは父母が重度
の障害状態であるもの、児童
養護施設への措置、里親に養
育されている児童に対する支
援。

平成29年度

計画

0.0%

1,896

事業費 3,000

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

伸び率（％）

活
動
指
標

そ の 他

0

指標名及び達成状況

国庫支出金

県支出金

1,896

人件費

常勤職員

非常勤職員

扶助費　２，１００千円

0.25

小計

事
業
費
等
 
千
円

平成26年度

所要人数
常勤職員

非常勤職員

成
果
指
標

単位

0一般財源（税等）

市　　債

3,000

62

主な予算内訳

0

利用人数

解約人数

単位 人

単位

350

人

事業進捗管理シート

ひとり親家庭支援事業（がんばれ預金）
事業区分(1)

事業経費

その他

子育て支援の充実

個人を尊重し、人々がともに助け合う優しいまち

その他

款

事業種別

保護・援助を必要とする子どもへの支援

事業区分(2)
自治事務

子育て支援の充実

児童福祉費

目 児童扶助費

一般会計

民生費

会計・
予算区分

事業期間 ～ 大事業

項

児童扶助事業

平成２７年度 平成２８年度平成２５年度 平成２６年度

和歌山市がんばれ基金条例

事業目的（「誰・何」をどういう状態にする」ための事業か) 事業内容
年額（２３年度から）
○交通遺児　　　　　　２０，０００円
○両親がいない児童　　１０，０００円
○重度心身障害父母　　１０，０００円
○施設入所・里親　　　１０，０００円
◎流れ
①　義務教育就学期間中の遺児等の養育者が申請
②　毎年１１月に現況届
③　最終学年１１月に請求
④　翌年３月に支給（２６年３月末　基金残額　１４６，９５２，８４７円

和歌山市在住の小中学生で交通遺児、両親がいない児童又は、
若しくは父母が重度の心身障害・施設入所であるものに対し、
福祉の向上を図ることを目的に義務教育終了後がんばれ預金を
給付する。

こども家庭課

産業を元気に

会計

平成２９年度

ひとり親家庭支援事業（がんばれ預金）事項

３つの約束

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 対象外

○
評価年度


